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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期
累計期間

第54期
第２四半期
累計期間

第53期

会計期間

自平成26年
　２月21日
至平成26年
　８月20日

自平成27年
　２月21日
至平成27年
　８月20日

自平成26年
　２月21日
至平成27年
　２月20日

売上高 （千円） 4,599,793 4,794,111 10,168,441

経常損失（△） （千円） △261,729 △198,357 △758,433

四半期（当期）純損失（△） （千円） △231,892 △209,953 △855,877

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,979,932 2,979,932 2,979,932

発行済株式総数 （千株） 14,204 14,204 14,204

純資産額 （千円） 3,445,703 2,618,358 2,832,037

総資産額 （千円） 7,919,299 6,445,731 7,126,334

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △16.36 △14.81 △60.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 43.5 40.6 39.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 79,620 △344,379 587,242

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △132,654 △42,088 △111,624

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 309,020 △334,419 1,611

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 809,090 309,466 1,030,342
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回次
第53期

第２四半期
会計期間

第54期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成26年
　５月21日
至平成26年
　８月20日

自平成27年
　５月21日
至平成27年
　８月20日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △9.81 △6.06

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、輸出や生産部門および個人消費の回復基調が一服し、景気の踊

り場にさしかかっております。

　当業界におきましては、高所得層の消費に停滞感がうかがわれるものの、期初より継続して緩やかな回復基調に

あります。一方で円安による国内価格の上昇や夏季猛暑など悪天候の影響もあり、高額輸入ブランド品の回復は一

進一退という状況であります。

　このような環境下、当社は、前事業年度に開始した、インバウンド向け免税店への商品供給による売上拡大に取

組む一方、既存店舗においても、６月より全店舗での免税販売をスタートさせました。既存店のマーチャンダイジ

ングでは、中・低価格帯の商材の開発、投入に注力し、収益面での改善にも取り組んでまいりました。

　一方、不採算店１店舗の閉鎖、売場面積圧縮による効率化を企図した店舗改装を１店舗、国内顧客向けのメルマ

ガや中国向けＳＮＳ販促などを推進してまいりました。このように販管費のローコスト化に注力しつつ、中・低価

格帯の商材など、増収のための施策も講じ、業績の回復に取組んでまいりました。

　これらの結果、売上高は4,794百万円（前年同期比4.2％増）、営業損失は159百万円（前年同期は232百万円の営

業損失）、経常損失は198百万円（前年同期は261百万円の経常損失）、四半期純損失は209百万円（前年同期は231

百万円の四半期純損失）となり、業績は緩やかではありますが回復に向かっております。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

［ファッション部門］

　ファッション部門においては、免税店小売法人向けの商品供給によるインバウンド需要の取込みにより、高単価

商品を中心に売上増が見られました。また、既存店舗の業績も４月以降、回復に転じ、第２四半期は四半期ベース

で増収増益に転じており、不採算店舗１店舗の店舗閉鎖及び売場効率の向上を企図した３店舗の減面改装の影響を

吸収し、売上高は4,647百万円（前年同期比5.8％増）となりました。利益面では、チラシ販促を抑えつつ顧客向け

のＤＭ、メルマガ販促や中国向けＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サイト）に対する販促を推進するな

ど、積極的なコスト削減に取組んだ結果、セグメント利益は58百万円（前年同期比180.3％増）となりました。

［賃貸部門］

　賃貸部門においては、駐車場用地の有効活用を企図したコインパークの導入などが奏功し、売上高は82百万円

（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は22百万円（前年同期比9.2％増）となりました。

［その他］

　その他の部門では、前年、外商部門が消費増税前の大型案件で伸長したこともあり、売上高は63百万円（前年同

期比50.1％減）、セグメント損失は4百万円（前年同期は5百万円のセグメント利益）となりました。
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(2）財政状態の分析

①財政状態

　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期会計期間末の資産につきましては、総資産は6,445百万円となり、前事業年度末に比べ680百万円減

少いたしました。これは主に、季節変動により商品が130百万円減少しましたが、免税店小売法人向け商品供給に

よる売上増加で売掛金が123百万円増加したこと、店舗の改装による有形固定資産の取得29百万円などもあり、現

金及び預金が690百万円減少したことなどによるものであります。

　当第２四半期会計期間末の負債につきましては、負債合計は3,827百万円となり、前事業年度末に比べ466百万円

減少いたしました。これは主に、約定弁済等により長・短借入金498百万円、社債20百万円、リース債務37百万円

が減少しましたが、長期運転資金を240百万円調達したこと、足元の仕入増加により仕入債務は120百万円増加しま

したが、販促費用の削減などにより未払金が77百万円、その他の流動負債が115百万円、返品調整引当金が9百万

円、賞与引当金が6百万円減少したことなどによるものであります。

　当第２四半期会計期間末の純資産につきましては、純資産合計は2,618百万円となり、前事業年度末に比べ213百

万円減少いたしました。これは主に四半期純損失209百万円の計上によるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は40.6％（前事業年度末は39.7％）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ720百

万円減少し309百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果減少した資金は344百万円（前年同期は79百万円の増加）とな

りました。これは主に、税引前四半期純損失198百万円を計上したこと、季節変動によりたな卸資産が130百万円

減少しましたが、免税店小売法人向け商品供給による売上増加で売上債権が118百万円増加したこと、未払消費

税が114百万円減少したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は42百万円（前年同期比68.3％減）となりまし

た。これは主に、定期預金の預入による支出102百万円と払戻による収入72百万円、店舗の改装による有形固定

資産の取得による支出25百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果減少した資金は334百万円（前年同期は309百万円の増加）とな

りました。これは主に、短期借入金の純減少額312百万円、長期借入れによる収入240百万円、長期借入金の返済

による支出186百万円、社債の償還による支出20百万円、リース債務の返済による支出37百万円などによるもの

であります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,000,000

計 41,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成27年８月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月５日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,204,289 14,204,289
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 14,204,289 14,204,289 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年５月21日～

平成27年８月20日
－ 14,204 － 2,979,932 － 1,417
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（６）【大株主の状況】

  平成27年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

関戸　サク 東京都八王子市 3,918 27.58

関戸　正実 東京都八王子市 3,063 21.56

関戸　薫子 東京都八王子市 1,439 10.13

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 385 2.71

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 327 2.30

あいおいニッセイ同和損害保険

株式会社
東京都渋谷区恵比寿１丁目28番１号 205 1.44

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 175 1.23

ＤＥＵＴＳＣＨＥ　ＢＡＮＫ　

ＡＧ　ＬＯＮＤＯＮ　６１０

（常任代理人　ドイツ証券株式

会社）

ＴＡＵＮＵＳＡＬＡＧＥ　１２．　Ｄ－６

０３２５　ＦＲＡＮＫＦＵＲＴ　ＡＭ　Ｍ

ＡＩＮ．　ＦＥＤＥＲＡＬ　ＲＥＰＵＢＬ

ＩＣ　ＯＦ　ＧＥＲＭＡＮＹ

（東京都千代田区永田町２丁目11番１号）

148 1.04

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２丁目12番６号 137 0.96

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 128 0.90

計 － 9,927 69.89
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年８月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      30,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  14,129,000 14,129 －

単元未満株式 普通株式      45,289 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 14,204,289 － －

総株主の議決権 － 14,129 －

 

②【自己株式等】

平成27年８月20日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

株式会社セキド
東京都新宿区新宿

三丁目１番24号
30,000 － 30,000 0.21

計 － 30,000 － 30,000 0.21

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年５月21日から平成27

年８月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年２月21日から平成27年８月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社には、子会社が存在しないため四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年２月20日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,172,342 481,466

売掛金 370,211 493,801

商品 3,169,541 3,039,147

その他 197,206 263,933

貸倒引当金 △8,382 △8,633

流動資産合計 4,900,920 4,269,716

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 331,823 337,466

土地 854,400 854,400

その他（純額） 162,772 145,588

有形固定資産合計 1,348,995 1,337,454

無形固定資産 48,614 37,133

投資その他の資産   

敷金及び保証金 671,741 649,489

その他 156,061 151,937

投資その他の資産合計 827,803 801,426

固定資産合計 2,225,413 2,176,014

資産合計 7,126,334 6,445,731

負債の部   

流動負債   

支払手形 97,590 63,209

買掛金 201,563 356,231

短期借入金 2,183,944 1,880,276

1年内償還予定の社債 40,000 20,000

リース債務 61,026 32,679

未払金 273,207 196,001

未払法人税等 28,700 17,660

賞与引当金 6,030 －

店舗閉鎖損失引当金 415 －

返品調整引当金 9,717 －

資産除去債務 39,723 －

その他 178,754 63,284

流動負債合計 3,120,673 2,629,342

固定負債   

長期借入金 703,057 748,445

退職給付引当金 128,343 128,297

役員退職慰労引当金 119,057 116,750

繰延税金負債 8,438 8,178

リース債務 33,906 25,154

資産除去債務 7,972 7,981

その他 172,848 163,223

固定負債合計 1,173,623 1,198,029

負債合計 4,294,296 3,827,372
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年２月20日)
当第２四半期会計期間
(平成27年８月20日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,979,932 2,979,932

資本剰余金 599,704 599,704

利益剰余金 △762,695 △972,281

自己株式 △4,214 △4,504

株主資本合計 2,812,726 2,602,850

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 19,310 15,508

評価・換算差額等合計 19,310 15,508

純資産合計 2,832,037 2,618,358

負債純資産合計 7,126,334 6,445,731
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年２月21日
　至　平成26年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年２月21日
　至　平成27年８月20日)

売上高 4,599,793 4,794,111

売上原価 3,409,213 3,684,410

売上総利益 1,190,579 1,109,700

販売費及び一般管理費 ※ 1,422,628 ※ 1,269,578

営業損失（△） △232,048 △159,878

営業外収益   

受取利息 1,397 1,076

受取配当金 792 850

役員退職慰労引当金戻入額 920 2,307

店舗閉鎖損失引当金戻入額 5,089 －

還付消費税等 5,839 －

その他 5,682 330

営業外収益合計 19,720 4,564

営業外費用   

支払利息 38,394 35,020

支払手数料 8,880 －

その他 2,126 8,023

営業外費用合計 49,401 43,043

経常損失（△） △261,729 △198,357

特別利益   

投資有価証券売却益 49,131 －

特別利益合計 49,131 －

特別損失   

店舗閉鎖損失引当金繰入額 10,142 －

特別損失合計 10,142 －

税引前四半期純損失（△） △222,740 △198,357

法人税、住民税及び事業税 9,761 12,102

法人税等調整額 △609 △506

法人税等合計 9,152 11,596

四半期純損失（△） △231,892 △209,953
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年２月21日
　至　平成26年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年２月21日
　至　平成27年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △222,740 △198,357

減価償却費 57,141 55,626

投資有価証券売却損益（△は益） △49,131 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,600 △6,030

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △14,613 △415

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,317 570

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,215 △2,307

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 251

受取利息及び受取配当金 △2,189 △1,926

支払利息 38,394 35,020

売上債権の増減額（△は増加） △44,462 △118,194

たな卸資産の増減額（△は増加） 374,320 130,393

仕入債務の増減額（△は減少） △59,708 67,075

未払金の増減額（△は減少） △35,517 △84,556

未払消費税等の増減額（△は減少） 72,632 △114,211

その他 40,865 △48,070

小計 141,314 △285,131

利息及び配当金の受取額 1,073 1,084

利息の支払額 △39,085 △35,630

法人税等の支払額 △23,681 △24,702

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,620 △344,379

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △98,000 △102,000

定期預金の払戻による収入 － 72,000

有形固定資産の取得による支出 △104,704 △25,736

有形固定資産の除却による支出 － △2,480

投資有価証券の売却による収入 78,936 －

差入保証金の差入による支出 △426 △594

差入保証金の回収による収入 29,277 22,865

その他 △37,736 △6,143

投資活動によるキャッシュ・フロー △132,654 △42,088

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 547,000 △312,000

長期借入れによる収入 250,000 240,000

長期借入金の返済による支出 △407,665 △186,280

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

リース債務の返済による支出 △33,488 △37,099

設備関係割賦債務の返済による支出 △13,354 △18,741

配当金の支払額 △14,382 △8

その他 911 △289

財務活動によるキャッシュ・フロー 309,020 △334,419

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 255,976 △720,876

現金及び現金同等物の期首残高 553,113 1,030,342

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 809,090 ※ 309,466
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成27年３月26日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

た定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法は期間定額基準を継続適用し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した

年数に基づいて決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が570千円減少し、繰延税金負債が203千円増加し、

利益剰余金が366千円増加しております。なお、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期

純損失に与える影響は軽微であります。

 

（四半期損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成26年２月21日

　　至 平成26年８月20日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成27年２月21日

　　至 平成27年８月20日）

広告宣伝費 223,685千円 179,821千円

従業員給料手当 397,468 379,419

賞与引当金繰入額 8,400 －

退職給付費用 7,122 5,879

役員退職慰労引当金繰入額 5,135 －

福利厚生費 74,280 69,796

減価償却費 57,141 55,626

地代家賃 219,945 207,729

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年２月21日
至　平成26年８月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年２月21日
至　平成27年８月20日）

現金及び預金勘定 1,053,090千円 481,466千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △244,000 △172,000

現金及び現金同等物 809,090 309,466
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自平成26年２月21日　至平成26年８月20日)

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月18日

取締役会
普通株式 14,176 1  平成26年２月20日 平成26年５月19日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力が当第２四半期会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間(自平成27年２月21日　至平成27年８月20日)

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力が当第２四半期会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成26年２月21日 至平成26年８月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３ ファッション 賃貸部門 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,390,899 80,957 4,471,857 127,935 － 4,599,793

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 4,390,899 80,957 41,401 127,935 － 4,599,793

セグメント利益又は損失

（△）
20,791 20,610 41,401 5,857 △308,988 △261,729

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり外商部門等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△308,988千円は、本社経費等の調整額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の経常損失としております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成27年２月21日 至平成27年８月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３ ファッション 賃貸部門 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,647,363 82,946 4,730,310 63,801 － 4,794,111

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 4,647,363 82,946 4,730,310 63,801 － 4,794,111

セグメント利益又は損失

（△）
58,282 22,497 80,780 △4,618 △274,518 △198,357

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり外商部門等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△274,518千円は、本社経費等の調整額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の経常損失としております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年２月21日
至　平成26年８月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年２月21日
至　平成27年８月20日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △16円36銭 △14円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △231,892 △209,953

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△231,892 △209,953

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,176 14,174

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月５日

株式会社セキド

取締役会　御中

 

ＫＤＡ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関　本　　享　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 毛　利　　優　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小田　啓志郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セキド

の平成27年２月21日から平成28年３月20日までの第54期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年５月21日から平成27年

８月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年２月21日から平成27年８月20日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セキドの平成27年８月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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